
　野生鳥獣はその習性から、生息環境等によって

は時期的、地域的に農林水産物を食害するなどの

行動をとるため、県内の多くの地域で被害が発生

しており、農林業被害額は年８億円を超えていま

す（図2－2－2－1）。

　また、生活環境の被害や生物多様性の劣化など

も顕在化しており、野生鳥獣と人との軋轢は増大

しているのが現状です。

（1）農村地域における被害

　イノシシ、ニホンジカ、カモシカなどの食害や

踏み荒らしによる農作物被害が発生し、被害額は

高水準で推移するとともに、農業者の生産意欲の

減退が問題となっています。

（2）都市部における被害

　家屋をねぐらとするアライグマやハクビシンの

目撃数が増加し、屋根裏の糞尿被害などの生活環

境の悪化が懸念されています。

（3）林業における被害

　ツキノワグマやニホンジカの林業被害が多く発

生しています。

　スギやヒノキの人工林では、ツキノワグマによ

り数十年かけて育てた造林木が剥皮される被害が

発生し、木材の価値がなくなるとともに、林業者

の生産意欲の減退が問題となっています。

（4）自然環境における被害

　尾瀬ヶ原におけるシカによるミズバショウなど

の希少な植物の食害や湿原の踏みつけが深刻化す

るなど、貴重な自然環境が損なわれ、生物多様性

の劣化が問題となっているとともに、裸地化によ

る土壌の流出などが懸念されています。

（5）河川における被害

　カワウによる放流魚の食害により、被害ととも

に漁業関係者の意欲の減退が問題となっています。

　カワウは、大型の魚食性鳥類で、県内では昭和

57年に飛来が初めて確認されました。その後平

成２年頃から飛来数が増加し、平成９年には営巣

地が確認され、現在では県西部の上野村、東部の

渡良瀬川流域、北部のみなかみ町まで飛来してい

ます。また、ねぐらについては県内各地で確認の

報告があります。

　カワウの採食量は１日500g（体重の１／３～

１／４）と非常に多く、アユ等の食害により県内

の内水面漁業に深刻な被害を与えています。

  第２節　野生鳥獣対策と外来生物対策の推進

第１項　野生鳥獣害対策の推進
１　　野生鳥獣による被害の現状

　増えすぎた野生鳥獣による人との軋轢の軽減の

ため、特定の鳥獣に対して適正管理計画（特定鳥

獣保護管理計画）を策定し、「生息環境の管理」、「防

護」、「捕獲」、「調査・研究」を行っています。

　また、県では平成22年度に「鳥獣害対策支援

センター」を設置し、市町村、被害地域、関係機

関と連携・協力しながら、総合的・計画的な被害

対策を支援するとともに、被害対策指導者の育成

を図り、現地対応力の強化と地域ぐるみの実効あ

る被害対策を進めています。

（1）生息環境の管理

　被害地周辺における野生鳥獣のすみかや繁殖地

となる笹や藪を刈り払いしたり、野生鳥獣の出没

を抑制するために、見通しの悪い藪の刈り払いや

樹木を伐採して見通しをよくするなど、野生鳥獣

からの被害を守るための生息環境の管理を行って

います。

２　　有害鳥獣対策
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図2－2－2－1　野生鳥獣による農林業被害額の推移

H26は速報値
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　外来生物とは、本来の生息地とは異なる地域に

人為的に持ち込まれた生物のことをいいます。

　人間の移動や物流が活発になったことで、多く

の動植物がペットや展示・食用・研究等の目的で

世界中で取引されています。また、荷物や乗り物

等に紛れ込んだり付着して、知らないうちに持ち

込まれてしまう場合もあります。

　野生生物は、本来その地域特有の自然環境の中

で相互に関係し合い、複雑なバランスを保って生

存しています。このため、人為的に外来生物が持

ち込まれてしまうと、もともとその地域にいた生

物が駆逐され地域特有の自然環境のバランスが崩

れてしまうほか、人間に直接危害を加えたり、農

作物が被害を受けるなど、様々な問題を引き起こ

すおそれがあります。このため、国は「特定外来

生物による生態系等に係る被害の防止に関する法

律」（通称：外来生物法）を平成17年に施行し、

問題を引き起こす外来生物を「特定外来生物」と

して指定（113種類　平成27年3月1日現在）、そ

の飼養・栽培・保管・運搬・輸入といった取り扱

いを規制して国内への侵入や拡散を防ぐとともに、

既に定着してしまったものについては駆除や隔離

等の防除を行うこととしています。

　平成17年度から平成19年度にかけて県内で行

った調査でも特定外来生物が確認されており、動

物ではアライグマやオオクチバスなど19種が、

植物ではオオハンゴンソウやオオキンケイギクな

ど８種が確認されました。

　近年、アライグマやカミツキガメといった特定

外来生物が身近な所で見つかったり、捕獲される

ことが増えていますが、これらはもともとペット

や観賞用として輸入され、人間に飼われていたも

第２項　外来生物対策の推進

１　　外来生物対策

（2）防護

　野生鳥獣が耕作地に入らないように電気柵や侵

入防止柵を設置したり、野生鳥獣の食害から守る

樹木に防護資材を設置したり、忌避剤を散布する

などの対策を講じています。

（3）捕獲

　増えすぎた野生鳥獣については個体数を減らす

ため、有害捕獲への捕獲奨励金の交付や捕獲の担

い手確保など、捕獲を強化する対策を講じていま

す。（表2－2－2－1）

（4）調査・研究

　野生鳥獣の生息や被害の実態の把握に努めると

ともに、効果的な被害対策方法について調査・研

究を行っています。

表2－2－2－1　主な野生獣の捕獲数の推移（H26は速報値）

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

イノシシ
狩　　猟 1,343 1,835 2,469 3,148 2,269 3,118 1,955 3,227
有害捕獲 1,478 1,993 2,728 3,165 2,743 3,924 2,676 4,786
捕獲数計 2,821 3,828 5,197 6,313 5,012 7,042 4,631 8,013

ツキノワグマ
狩　　猟 64 72 55 74 80 48 44 47
有害捕獲 89 88 83 251 54 291 79 246
捕獲数計 153 160 138 325 134 339 123 293

ニホンジカ
狩　　猟 1,360 2,077 2,329 2,231 2,048 3,035 2,775 4,275
有害捕獲 307 433 477 850 920 1,222 1,765 2,438
捕獲数計 1,667 2,510 2,806 3,081 2,968 4,257 4,540 6,713

ニホンザル
狩　　猟 － － － － － － － －
有害捕獲 160 233 362 470 432 672 497 1,020
捕獲数計 160 233 362 470 432 672 497 1,020

カモシカ
狩　　猟 － － － － － － － －
有害捕獲 10 5 15 36 43 75 66 42
捕獲数計 10 5 15 36 43 75 66 42

５獣種合計
狩　　猟 2,767 3,984 4,853 5,453 4,397 6,201 4,774 7,549
有害捕獲 2,044 2,752 3,665 4,772 4,192 6,184 5,083 8,532
捕獲数計 4,811 6,736 8,518 10,225 8,589 12,385 9,857 16,081
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　毎年、春から初夏は、野鳥たちにとっては子育てシ
ーズンです。
　この時期には、ヒナが地面に落ちていることがよく
ありますが、決して自宅などに持ち帰らないようにし
てください。
　野鳥のヒナの多くは、羽が生えそろうとすぐに巣立
つのですが、はじめはうまく飛ぶことができず、地面
に落ちるものもいます。しかし、近くに親鳥がいて餌
やりや世話をするうちに少しずつ飛べるようになりま
すので、人が手を出して親子を引き離すことは避け、
見守ってください。

野鳥のヒナ拾わないでコラム

　平成11年に奥利根湖で発見されたコクチバス

は翌年には繁殖が確認され、県では地元漁業協同

組合に委託して駆除作業を開始しました。

　コクチバスは北米原産の魚食性外来魚で、冷水

域・流水域でも定着が可能です。旺盛な食欲と繁

殖力で水産資源や生態系に悪影響を及ぼすとして、

特定外来生物に指定され、放流はもとより、飼育

や運搬が規制されています。また、群馬県内水面

漁場管理委員会の指示として採捕したコクチバス

の再放流を禁止し、コクチバスの駆除推進に努め

ています。

　奥利根湖での駆除事業では、平成17年度以降

の駆除尾数から生息尾数の減少も示唆され、駆除

効果が出ていると考えられます。

　しかし、平成22年に烏川で、平成23年に鏑川

と渡良瀬川でコクチバスの生息が確認され、利根

川下流域での生息域の拡大が懸念されています。

このため、県では、平成23年より群馬県漁業協

同組合連合会に委託して河川におけるコクチバス

の駆除を開始しました。（表2－2－2－2）

のが逃げ出したり、飼うことができなくなって捨

てられてしまったものが自然界で繁殖し、問題を

起こしているケースです。生き物を飼育する場合

は、その生き物の寿命や成長したときの大きさ、

性格や生態等について十分調べた上で、責任を持

って終生飼育するよう指導しています。

＜外来生物被害予防三原則＞

１　入れない： 悪影響を及ぼすかもしれない外来

生物をむやみに国内に入れない

２　捨てない： 飼っている外来生物を野外に捨て

ない

３　拡げない： 野外に既にいる外来生物は他地域

に拡げない

２　　コクチバス駆除

コクチバス

表2－2－2－2　コクチバス駆除尾数の推移

年度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

奥利根湖 521 2,102 4,993 6,702 7,031 8,369 6,701 4,400 4,448 2,378 1,355 482 182 169 125

鏑川・烏川等 － － － － － － － － － － － 23 229 1,716 371
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